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家
　
隆
　
仮
　
　
　
託
　
書
　
の
　
検

1
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」

討を
め
ぐ
っ
て
一三

輪

正

胤

　
　
　
　
三
　
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
め
ぐ
っ
て
及
び
ま
と
め

　
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
及
び
、
そ
の
同
系
と
考
え
ら
れ
る
書
は
、

次
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

　
一
、
和
歌
の
歴
史
の
事

　
　
a
、
八
雲
立
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
三
十
一
字
の
謂

　
　
b
、
浅
香
山
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

　
　
c
、
難
波
津
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
六
義
論

　
二
、
八
品
の
事

　
三
、
人
丸
・
赤
人
の
事

　
　
a
、
両
人
出
現
の
事

　
　
b
、
和
歌
撰
集
の
事

　
　
c
、
ほ
の
ぼ
の
と
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

　
四
、
歌
病
の
事
（
十
二
病
）

　
五
、
五
義
の
事
（
遍
序
題
曲
流
）

　
　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

大
略

　
六
、
三
体
の
事

　
七
、
和
歌
と
連
歌
の
替
り
め
・
当
世
の
風
体

右
の
内
容
を
も
つ
諸
本
を
整
理
し
て
み
る
と
、
内
容
の
広
略
、
引
用
歌
の
相
違

等
を
除
い
て
考
え
て
も
、
次
の
二
系
統
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
類
本

　
静
嘉
堂
文
庫
a
本
、
同
b
本
、
天
理
図
書
館
本
、
祐
徳
神
社
文
庫
a
本
、
岩

瀬
文
庫
a
本
、
松
平
文
庫
本
、
十
三
館
文
庫
a
本
、
同
b
本
、
蓬
左
文
庫
本
、

書
陵
部
本
、
後
藤
重
郎
氏
本

第
二
類
本

　
尊
敬
閣
文
庫
本
、
祐
徳
神
社
文
庫
b
本
、
岩
瀬
文
庫
b
本

右
の
二
系
統
は
更
に
分
類
で
き
る
が
、
そ
れ
へ
の
言
及
は
、
徒
に
煩
填
に
な
る

許
り
で
あ
る
の
で
、
止
め
て
お
く
。

　
掬
、
右
の
二
系
統
の
相
違
は
、
大
旨
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一、

ｻ
の
内
題
は
、
第
一
類
本
は
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
と
し
て
二
位
家

　
隆
撰
と
す
る
が
（
但
し
、
書
陵
部
本
、
後
藤
本
は
「
二
位
断
罪
口
伝
秘
密
抄
」

　
と
称
す
）
、
第
二
類
本
は
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
と
称
し
な
が
ら
も
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

　
隆
の
名
は
記
し
て
い
な
い
。

二
、
そ
の
巻
末
に
、
第
一
類
本
は
樹
齢
方
一
流
相
伝
系
図
他
を
も
つ
が
、
第
二

　
類
本
は
も
た
な
い
（
但
し
、
岩
瀬
文
庫
b
本
は
巻
末
に
脱
落
が
あ
り
判
断
の

　
資
料
と
な
ら
な
い
）
。

　
右
の
二
つ
の
観
点
か
ら
は
、
静
嘉
堂
文
庫
a
本
、
彰
考
館
文
庫
b
本
は
第
二

類
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
次
に
述
べ
る
観
点
か
ら
第
一
類
と
す
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。

三
、
そ
の
内
容
と
し
て
、
第
二
類
本
は
第
一
類
本
に
な
い
次
の
よ
う
な
部
分
を

　
も
っ
て
い
る
。
以
下
の
引
用
は
、
す
べ
て
尊
敬
閣
文
庫
本
に
よ
る
。

　
④
、
難
波
津
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
六
義
論
の
六
義
伝
来
の
箇
処

　
　
“
或
は
羅
什
三
蔵
よ
り
天
竺
の
乱
文
と
て
あ
る
六
義
を
旨
と
す
る
也
そ
れ

　
　
を
道
慈
律
師
日
本
に
伝
て
六
義
を
あ
ら
は
し
侍
と
も
い
へ
り
”

　
＠
、
同
じ
く
六
義
論
で
、
六
義
を
一
首
に
こ
め
る
歌
の
箇
処

　
　
“
柿
本
人
丸
歌
に
一
首
六
義

　
　
ほ
の
ほ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に
嶋
か
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
そ
思
ふ

　
　
明
石
の
浦
の
旅
海
路
と
見
え
た
り
こ
れ
に
心
ふ
か
し
海
上
旅
の
時
に
是
雅

　
　
の
描
画
裏
に
は
高
市
王
子
の
事
を
曲
り
是
風
な
り
名
所
ハ
海
路
の
別
離
哀

　
　
傷
か
く
の
こ
と
く
多
首
を
一
首
に
よ
み
給
ふ
是
ハ
又
賦
の
歌
也
娑
婆
を
明

　
　
石
に
た
と
へ
迷
土
を
は
闇
に
た
と
ふ
る
に
よ
り
て
霧
を
い
ふ
竜
王
を
船
と

　
　
云
に
よ
り
て
舟
を
云
也
こ
れ
を
ほ
む
る
義
こ
れ
頒
也
”

　
㊦
、
同
じ
く
六
義
論
で
六
義
の
頒
の
説
明
の
箇
中

　
　
〃
又
さ
き
く
さ
と
は
唐
の
道
州
に
は
水
わ
る
く
て
人
こ
れ
を
の
め
ば
死
す

　
　
然
に
桧
を
水
に
敵
れ
は
寿
命
長
し
し
か
れ
は
彼
国
に
は
幸
種
と
い
ふ
也
さ

三
六

　
い
は
ひ
の
た
ね
と
云
心
也
”

㊥
、
人
丸
・
赤
人
出
現
の
事
で
人
丸
に
つ
い
て
の
箇
処
で
、
第
一
類
本
で
は

　
人
丸
は
出
雲
国
よ
り
出
現
す
る
と
云
う
に
対
し
、
石
見
国
戸
田
郡
よ
り
と

　
し
、
一
説
と
し
て
出
雲
国
を
あ
げ
、
更
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
“
或
は
大
和
国
豊
国
よ
り
出
現
と
も
云
豊
国
と
は
今
の
安
部
寺
也

　
一
山
判
人
丸
　
是
は
正
四
押
下
也
文
武
天
皇
御
時
人
也

　
二
忍
海
人
丸
　
是
ハ
位
不
知
仁
徳
天
皇
御
時
人
也

　
三
玉
手
人
丸
　
是
は
従
五
位
上
光
仁
天
皇
三
時
入
也

　
四
柿
本
人
丸
　
後
脳
柿
本
人
丸
三
代
御
門
の
時
の
人
な
り
と
い
へ
り
唐
に

　
　
て
の
寄
と
云
に

　
　
あ
ま
と
ふ
や
か
り
の
つ
か
ひ
の
た
よ
り
あ
ら
は
な
ら
の
都
に
こ
と
っ
て

　
　
や
せ
む

　
　
是
は
秘
戯
に
見
え
た
り
”

㊥
、
右
の
箇
処
に
続
い
て
、
吉
野
山
の
桜
を
雲
と
見
、
立
田
山
の
紅
葉
を
錦

　
と
見
る
と
い
う
箇
処

　
〃
又
こ
の
も
み
ち
を
錦
と
御
覧
し
け
る
と
隠
題
を
あ
る
物
に
は
文
武
と
云

　
説
も
あ
り
或
は
聖
武
と
も
堅
め
り
是
は
古
今
序
注
云
聖
武
御
門
養
老
六
年

　
に
即
位
あ
り
て
七
年
の
十
月
に
竜
田
河
に
行
幸
あ
り
て
此
時
の
御
製
に
君

　
の
御
作
と
云
義
也

　
竜
田
河
も
み
ち
み
た
れ
て
な
か
る
め
り
わ
た
ら
は
に
し
き
な
か
や
た
え
南

　
人
丸
寄
に
吉
野
山
の
さ
く
ら
を
雲
か
と
な
む
み
ゆ
る
と
金
包
は
左
右
な
く

　
人
に
し
ら
せ
ぬ
寄
也
努
々
他
人
に
み
す
へ
か
ら
す
大
相
伝

　
散
は
雪
ち
ら
ぬ
は
雲
と
見
ゆ
る
か
な
よ
し
の
野
＼
山
の
花
の
よ
そ
め
は
”



㊦
、
赤
人
出
現
の
箇
処

　
〃
あ
る
説
に
は
大
和
国
山
辺
に
導
け
る
人
と
云
聖
武
御
門
御
時
に
上
総
国

　
山
辺
よ
り
の
ほ
る
と
い
ふ
委
別
紙
に
あ
り
”

㊦
、
歌
病
論
に
続
く
秘
伝
と
す
べ
き
言
の
箇
処
で
“
能
祖
師
を
貴
敬
し
て
う

　
く
へ
し
”
に
続
く

　
“
師
匠
を
か
ろ
く
す
れ
ば
師
息
と
い
ひ
神
秘
と
い
ひ
罰
を
あ
た
る
殊
に
天

　
竺
の
梵
語
を
ま
な
ふ
神
託
に
よ
て
こ
れ
を
な
す
か
た
か
た
わ
ろ
く
し
て
は

　
器
を
蒙
侍
あ
ひ
た
い
か
に
も
よ
き
師
匠
を
尋
て
請
へ
き
な
り
然
に
年
々
三

　
十
一
字
を
つ
ら
ぬ
る
と
心
得
た
る
は
か
り
に
て
習
は
す
し
ら
す
し
て
こ
れ

　
を
読
ゆ
へ
に
罰
を
唯
事
侍
る
こ
れ
道
の
魔
性
と
い
ひ
つ
へ
き
也
先
に
も
い

　
ふ
こ
と
く
に
我
朝
の
御
法
な
り
よ
く
心
得
て
よ
み
ぬ
れ
は
神
仏
の
あ
は
れ

　
み
を
か
ふ
り
て
魔
縁
も
し
り
そ
き
利
生
う
た
か
ひ
な
し
”

㊥
、
五
義
の
事
の
最
後
に
続
く
箇
処

　
“
題
を
か
く
の
こ
と
く
よ
ま
す
と
も
又
初
よ
り
も
其
事
を
五
七
五
の
所
に

　
を
か
ね
と
も
一
す
か
た
な
る
へ
し
た
と
へ
は
本
寄
云

　
五
月
雨
や
ふ
る
の
高
橋
水
こ
え
て
浪
は
か
り
こ
そ
立
わ
た
り
け
れ

　
こ
れ
は
五
月
分
や
ふ
る
と
い
ふ
を
す
な
は
ち
高
橋
と
い
ふ
時
は
ふ
る
と
云

　
は
五
月
雨
の
義
也
そ
れ
に
ふ
る
高
橋
と
は
名
所
也
そ
れ
に
水
こ
え
て
と
は

　
五
月
雨
の
わ
さ
な
り
水
と
い
ひ
て
浪
と
云
は
橋
を
こ
え
た
る
義
な
る
へ
し

　
浪
は
か
り
こ
そ
た
ち
わ
た
り
け
れ
と
云
は
橋
に
わ
た
る
と
い
ふ
事
侍
は
浪

　
の
立
わ
た
る
を
も
又
橋
を
わ
た
る
義
も
蓋
し
縁
の
鴬
張
こ
れ
大
和
国
の
布

　
留
の
高
橋
の
事
な
る
へ
し
加
様
に
又
よ
み
た
る
は
主
骨
の
す
か
た
な
る
へ

　
し
五
月
雨
や
と
い
ふ
や
の
こ
ゑ
は
あ
い
う
ゑ
を
の
あ
に
か
よ
ふ
ふ
る
の
高

　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

　
橋
は
ふ
ハ
う
に
か
よ
ふ
あ
と
う
と
同
音
也
断
橋
の
し
い
に
か
よ
ふ
水
の
み

　
は
こ
れ
も
い
に
か
よ
ふ
い
つ
れ
も
い
の
こ
ゑ
也
こ
え
て
の
て
は
ゑ
に
か
よ

　
ふ
浪
の
な
は
あ
に
か
よ
ふ
あ
い
う
ゑ
に
か
よ
ふ
こ
そ
の
ぞ
は
を
に
か
よ
ふ

　
又
た
ち
渡
り
け
れ
は
の
た
は
あ
に
か
よ
ふ
を
と
あ
と
脆
し
音
也
五
七
五
七

　
々
の
音
の
ひ
＼
き
と
い
ひ
通
す
る
を
も
て
寄
の
本
意
と
せ
り
こ
れ
梵
語
の

　
義
也
是
即
天
竺
に
て
は
梵
語
大
唐
に
て
は
詩
の
義
日
本
に
て
は
和
寄
の
本

　
意
な
り
”

①
、
三
体
の
事
の
最
後
の
箇
処

　
〃
此
外
十
体
と
て
あ
り
八
雲
抄
な
と
に
委
さ
せ
た
り
彼
を
見
る
へ
し
〃

　
（
伯
し
、
八
雲
抄
の
名
は
、
祐
徳
神
社
文
庫
b
本
、
岩
瀬
文
庫
b
本
は
竹

　
苑
抄
と
あ
る
）

⑦
、
最
後
に
蹟
文
が
続
く

　
“
新
古
今
の
比
藤
原
有
家
朝
臣
藤
原
定
家
朝
臣
藤
原
家
隆
朝
臣
藤
原
雅
経

　
朝
臣
奉
勅
和
寄
の
肝
要
を
と
て
此
抄
を
集
住
吉
に
籠
給
ひ
て
予
て
不
能
外

　
見
抄
也
”

　
　
祐
徳
神
社
文
庫
b
本
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
“
右
此
抄
ハ
新
古
今
比
宗
匠
定
家
家
隆
雅
経
と
て
御
座
此
中
定
家
ハ
ニ
条

　
流
と
て
昔
よ
り
相
続
家
譜
は
六
条
流
と
て
定
家
俊
成
の
弟
子
た
り
し
共
六

　
条
院
と
て
嵜
も
す
こ
し
か
ハ
り
め
有
能
は
此
四
人
肝
要
を
取
て
此
抄
集
給

　
ふ
所
也
よ
ろ
し
き
外
見
に
あ
た
ハ
さ
る
抄
な
り
奉
住
吉
に
四
人
判
形
を
加

　
て
警
語
へ
り
愚
管
あ
る
へ
か
ら
す
其
箱
に
入
て
渇
し
て
籠
給
へ
り
と
云
々

　
相
構
音
事
不
可
有
他
見
者
な
り
家
に
此
抄
を
伝
書
人
判
形
を
加
て
は
し
は

　
し
に
以
勅
筆
を
加
此
詞
を
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

知
辺
輪
雪
知
堅
雪
王
九
裳
登
身
遊
留
賀
那
吉
野
能
屋
満
之
花
之
余
所
目
波

云
々
　
年
口
月
日
”

　
以
上
の
よ
う
な
次
第
で
あ
る
が
、
そ
の
特
質
の
一
・
二
の
観
点
か
ら
は
、
明

ら
か
に
、
第
一
類
本
は
家
理
系
の
も
の
で
あ
る
事
が
判
る
。
こ
れ
に
対
し
第
二

類
本
は
、
そ
の
性
格
を
非
常
に
曖
昧
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
か
＼
る
曖
昧
さ

は
、
三
の
観
点
で
列
記
し
た
④
か
ら
⑦
ま
で
の
も
の
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
意

味
づ
け
或
い
は
方
向
づ
け
が
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
淡
い
期
待
が
沸

く
。
そ
の
検
討
を
以
下
に
続
け
て
い
く
事
に
し
よ
う
。

④
に
つ
い
て

　
こ
の
説
は
、
所
謂
和
書
三
国
伝
来
の
事
で
、
伝
統
的
な
古
今
集
の
注
に
お
い

て
は
、
為
顧
流
の
人
、
能
基
の
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
に
於
い
て
始
め
て
記

さ
れ
、
以
下
、
こ
の
系
列
の
「
古
今
集
注
」
に
記
さ
れ
て
か
な
り
特
長
的
な
も

の
で
あ
る
（
註
一
）
。

＠
に
つ
い
て

　
こ
の
説
は
、
一
首
に
六
義
を
詠
み
こ
ん
だ
も
の
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
一
首
に
六
義
を
詠
み
こ
む
事
は
為
顕
流
に
お
い
て
の
秘
伝
で
あ
る

（
註
二
）
。
為
民
器
の
書
「
玉
伝
深
秘
」
の
一
部
が
独
立
し
若
干
増
補
さ
れ
た
「
人

丸
秘
密
抄
」
（
三
三
）
と
な
っ
た
書
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。　

　
ほ
の
ほ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に
嶋
か
「
く
れ
行
船
お
し
そ
お
も
ふ

　
　
海
上
の
旅
と
見
へ
た
る
は
別
の
事
な
し
、
是
ハ
雅
な
り
、
裏
に
は
高
市
の

　
王
子
の
事
を
よ
め
り
、
是
ハ
風
の
寄
な
り
、
名
所
海
路
別
離
哀
傷
ハ
か
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
こ
と
く
多
数
を
一
首
に
よ
む
賦
の
嵜
な
り
、
船
を
渡
す
に
王
の
世
を
わ
た
る

　
事
を
た
と
ふ
る
ハ
比
寄
な
り
、
沙
婆
は
あ
き
ら
か
に
あ
る
に
よ
り
て
明
石
の

　
浦
に
た
と
ゑ
、
冥
途
ハ
く
ら
き
に
よ
り
て
霧
に
た
と
ふ
る
は
興
な
り
、
王
の

　
世
を
渡
す
と
い
ふ
を
舟
と
い
ふ
、
ハ
頒
な
り
、
賢
王
を
船
に
た
と
ふ
、
愚
王
を

　
ハ
た
と
へ
す
、
さ
れ
ハ
王
を
ほ
む
る
心
ハ
頒
寄
な
り
、
是
を
一
首
に
六
義
を

　
具
す
と
い
ふ
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
て
旨
を
嵜
と
い
ふ
な
り
（
東
北
大
学
図
書

　
曾
祖
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
）

　
こ
れ
ハ
先
の
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
と
正
に
一
致

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
＠
は
、
為
和
衣
の
秘
伝
の
一
で
あ
る
事
は
認
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
（
三
四
）
。

　
猶
、
こ
の
説
は
他
流
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
例
え
ば
、
為
導
流
の
説

に
殊
に
異
を
た
て
る
「
古
今
和
歌
灌
頂
口
伝
」
（
註
五
）
で
は
、
次
の
よ
う
な
説

に
な
っ
て
い
る
。

　
　
凡
六
義
と
云
ハ
嵜
の
六
の
心
な
れ
ハ
｝
首
に
ハ
あ
る
へ
か
ら
す
、
さ
れ
と

　
も
今
の
寄
に
ハ
六
義
有
り
と
相
伝
す
る
也
、
其
故
ハ
寄
面
ハ
赤
石
の
う
ら
の

　
景
気
を
よ
め
と
も
、
下
心
ハ
哀
傷
の
心
を
そ
へ
て
よ
み
給
へ
る
ハ
風
の
心

　
也
、
十
善
の
御
門
も
無
常
を
ま
ぬ
か
れ
給
ハ
す
し
て
如
此
糸
給
ヘ
ハ
、
我
等

　
も
無
常
を
の
か
れ
か
た
し
と
理
を
尽
し
て
よ
ミ
給
ハ
賦
の
心
耳
、
次
朝
霧
と
「

　
云
は
、
御
門
を
朝
と
た
く
ら
ヘ
タ
ル
也
、
こ
れ
一
二
の
う
た
也
、
帝
を
舟
に

　
た
と
へ
て
よ
め
る
ハ
興
の
う
た
也
、
文
武
天
皇
も
限
あ
れ
ハ
生
死
二
を
か
さ

れ
給
と
た
、
ち
に
よ
め
る
ハ
雅
寄
也
、
帝
徳
い
ミ
し
く
御
座
せ
と
も
死
給
と

神
明
に
告
た
み
ハ
頒
、
洋
々
と
し
て
耳
二
逼
る
心
音
、
一
首
二
六
義
を
よ
め

　
る
こ
と
ハ
漸
う
た
の
外
ハ
あ
る
へ
か
ら
さ
る
也
（
引
用
は
静
百
番
文
庫
本
に



　
よ
る
）

　
こ
こ
に
見
ら
れ
る
六
義
の
説
明
（
そ
へ
て
よ
む
は
風
、
理
を
尽
し
て
よ
む
は

賦
、
た
く
ら
へ
た
る
は
比
、
た
と
へ
て
よ
め
る
は
興
、
た
た
ち
に
よ
む
は
雅
、

神
明
に
告
た
る
は
頗
）
は
、
為
顕
流
の
六
義
論
の
影
響
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な

い
の
に
（
註
六
）
、
“
ほ
の
ぼ
の
と
”
の
歌
へ
の
援
用
に
は
、
先
の
「
人
丸
秘
密

抄
」
と
は
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑤
に
つ
い
て

　
こ
の
説
は
、
音
量
流
の
書
「
竹
園
抄
」
の
六
義
論
の
項
で
記
さ
れ
、
昆
沙
門

堂
本
「
古
今
集
注
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

㊥
に
つ
い
て

　
人
丸
出
現
の
場
所
を
石
見
国
戸
田
郡
と
す
る
説
は
、
先
の
「
人
丸
秘
密
抄
」

で
は
“
自
性
論
灌
頂
”
の
部
に
「
玉
戸
深
秘
」
で
は
〃
人
丸
出
所
縁
起
”
の
部

に
見
え
、
能
基
の
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
に
も
同
じ
く
見
え
る
。
又
、
大
和

国
豊
国
出
現
説
は
、
同
じ
く
能
基
の
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
に
”
別
二
口
伝

ア
リ
、
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
四
人
の
人
丸
を
掲
げ
る
説
は
、
先
の
「
人
丸
秘
密
抄
」
の
”
四
人
の

人
丸
の
事
”
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
一
人
ハ
田
中
人
丸
、
山
田
王
子
也
、
吾
人
に
あ
ら
す
、
四
位
左
中
弁
な
り
、

　
」
文
武
天
皇
の
時
代
の
人
な
り

　
一
人
ハ
玉
手
人
丸
な
り
．

　
一
人
ハ
柿
下
人
丸
、
春
宮
大
夫
の
化
人
也
、
世
に
明
る
人
丸
是
な
り

　
一
人
ハ
柿
本
人
丸
也
、
是
ハ
本
ハ
仲
原
園
主
と
い
ひ
け
る
を
あ
ま
り
に
昔
の

　
　
人
丸
に
似
た
り
と
て
」
平
城
天
皇
の
始
の
名
を
あ
ら
た
め
さ
せ
て
柿
本
人
丸

　
　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

　
と
ハ
号
せ
し
な
り
（
以
下
略
）

　
こ
れ
に
対
し
「
層
面
深
重
」
の
“
四
名
儀
”
の
部
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　
一
、
田
口
人
丸
、
此
人
ハ
孝
謙
天
皇
御
宇
人
蔭
、
五
品
田
ロ
光
人
か
子
也
、

　
　
任
三
部
大
輔
、
寄
人
也

　
一
、
山
田
人
丸
、
此
人
ハ
山
田
主
力
子
也
、
文
武
天
皇
御
宇
人
也
、
従
四
位

　
　
左
少
弁
、
非
寄
人
也

　
一
、
柿
本
人
丸
、
、
化
人
、
文
武
天
皇
御
宇
出
現
、
春
宮
大
夫

　
一
、
柿
本
人
丸
、
此
人
ハ
本
ハ
仲
原
清
主
と
感
け
る
を
、
余
に
昔
の
人
丸
に

　
　
似
た
り
け
る
程
に
、
平
城
天
皇
姓
名
を
改
、
号
柿
本
人
丸
（
以
下
略
、
名

　
　
古
屋
大
学
図
書
館
本
に
よ
る
）

　
以
上
同
説
と
、
先
の
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
説
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
相

互
に
喰
違
い
を
見
せ
て
お
り
同
一
の
も
の
と
は
云
い
え
な
い
。
し
か
し
、
四
人

の
中
、
二
人
ま
で
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
発
想
に
も
類
似
性
が
み
ら
れ
る
事
か

ら
、
同
系
統
の
秘
伝
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
註
七
）
。

こ
の
発
想
の
類
似
性
と
い
う
点
か
ら
は
、
同
じ
く
為
顕
流
の
書
「
和
歌
古
今
灌

頂
巻
」
に
も
、
四
人
の
人
丸
の
出
現
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
後
に
も
触

れ
る
が
、
匹
田
流
の
灌
頂
伝
授
を
説
い
た
基
本
書
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
四
人

の
人
丸
出
現
の
事
が
説
か
れ
て
い
る
事
は
、
右
の
推
定
を
、
か
な
り
裏
付
け
し

て
く
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

㊥
に
つ
い
て

　
聖
武
天
皇
行
幸
と
し
て
古
今
序
注
の
説
を
掲
げ
る
が
、
こ
れ
は
能
基
の
「
古

今
和
歌
集
序
聞
」
の
次
の
よ
う
な
説
に
全
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

　
聖
武
の
御
門
、
養
老
六
年
に
御
即
位
有
、
七
年
の
十
月
に
行
幸
あ
り
、
此
時

　
の
御
歌
に

　
竜
田
川
紅
葉
去
て
至
る
め
り
　
と
あ
そ
ハ
し
け
る
御
寄
の
事
也
（
東
大
図
書

　
館
本
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

続
い
て
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
に
は
人
丸
の
吉
野
山
の
桜
を
雲
か
と
み
た

と
い
う
歌
に
つ
い
て
の
秘
伝
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
古
今
和
歌
集
序
聞

書
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
る
に
、
先
の
「
入
丸
秘
密
抄
」
「
皆
伝
深
秘
」
に
人
丸
秘
嵜
と
し
て
次

の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ち
る
ハ
雪
ち
ら
ぬ
ハ
雲
と
見
ゆ
る
か
な
吉
野
々
の
山
の
花
の
よ
そ
め
ハ

　
此
寄
ハ
人
丸
の
枕
箱
と
愈
愈
に
有
（
「
磯
伝
深
思
」
に
よ
る
）

「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
に
お
い
て
〃
大
相
伝
”
と
し
て
記
さ
れ
た
歌
は
、

正
に
こ
の
歌
に
外
な
ら
な
い
。
猶
、
こ
の
歌
は
昆
沙
門
堂
本
「
古
今
集
注
」
に

も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
に
よ
り
㊥
の
説
は
、
為
顕
流
の
秘
伝
で
あ
っ
た
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
Q

㊦
に
つ
い
て

　
赤
人
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
能
基
の
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
に
あ
る
次
の

記
事
が
全
く
一
致
す
る
。

　
山
の
へ
の
赤
人
と
云
人
あ
り
と
ハ
、
是
ハ
或
入
込
大
和
国
山
辺
の
辺
ん
に
住

　
け
る
人
と
云
フ
、
実
に
は
不
可
然
、
上
総
国
山
辺
郡
よ
り
聖
武
御
時
始
て
上

　
る
人
也
、
其
親
誰
と
不
知

こ
の
記
事
の
支
え
に
な
り
、
又
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
に
“
委
別
紙
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

り
”
と
云
う
の
は
「
玉
草
深
秘
」
に
あ
る
“
赤
人
出
所
縁
起
”
の
事
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
は
、
最
初
に
、
大
和
国
山
辺
の
里
の
化
人
が
赤
人
で
あ
る
と
し
な

が
ら
も
、
後
に
上
総
国
山
辺
郡
の
化
人
が
赤
人
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ

る
。㊦

に
つ
い
て

　
こ
れ
は
秘
伝
を
重
要
視
す
べ
き
事
を
説
い
た
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

㊥
に
つ
い
て

　
こ
の
説
の
前
半
は
〃
五
月
雨
や
”
の
歌
が
、
縁
の
詞
で
続
け
ら
れ
た
優
れ
た

歌
と
し
て
説
か
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
説
く
方
法
は
、
為
顕

の
「
竹
園
抄
」
に
反
嬢
す
る
何
人
か
に
よ
っ
て
（
恐
ら
く
至
愚
か
）
「
竹
園
抄
」

が
改
変
さ
れ
た
「
謁
引
袖
宝
集
」
の
中
に
み
ら
れ
る
事
は
既
に
述
べ
た
（
註
八
）
。

又
、
為
顕
流
と
対
立
す
る
為
世
流
の
何
入
か
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る

「
悦
目
抄
」
の
中
に
も
、
こ
の
説
は
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
例
か
ら
す
る
と
、

「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
こ
の
前
半
の
部
分
は
、
為
顕
流
と
は
相
対
立
す

る
流
派
の
説
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
半
の
部
分
は
、
前
稿
で
述
べ
た
「
新
選
帝
説
集
」
の
奥

書
で
為
顕
流
の
重
要
秘
伝
と
さ
れ
た
八
相
通
を
述
べ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
即
ち
“
高
橋
”
の
“
し
”
と
〃
水
”
の
“
み
”
は
イ
の
音
に
よ
っ
て
相
通
じ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
イ
ウ
エ
オ
の
五
音
何
れ
に
も
起
る
現
象
で
あ
る
か
ら
、

全
部
で
五
相
通
に
な
る
。

　
次
に
、
　
“
五
月
雨
や
”
の
〃
や
”
と
〃
ふ
る
”
の
“
ふ
”
は
、
ア
音
と
ウ
音

と
で
相
通
ず
る
と
云
う
。
云
い
か
え
れ
ば
、
ア
イ
ウ
の
三
音
の
中
、
中
の
イ
音



を
一
音
飛
び
こ
え
て
通
ず
る
と
云
う
事
で
あ
る
。
こ
れ
で
一
相
通
で
あ
る
。

　
次
に
、
〃
こ
え
て
”
の
〃
て
”
と
〃
浪
”
の
〃
な
”
は
、
工
音
と
ア
音
と
で

相
通
ず
る
と
云
う
。
云
い
か
え
れ
ば
、
ア
イ
ウ
エ
の
四
音
の
中
、
中
の
イ
音
、

ウ
音
の
轟
音
を
飛
び
こ
え
て
通
ず
る
と
云
う
事
で
あ
る
。
こ
れ
で
一
相
通
で
あ

る
。　

次
に
、
　
〃
こ
そ
”
の
〃
そ
”
と
〃
た
ち
渡
り
”
の
〃
た
”
は
、
オ
音
と
ア
音

と
で
相
通
ず
る
と
云
う
。
云
い
か
え
れ
ば
、
ア
イ
ウ
エ
オ
の
五
音
の
中
、
中
の

イ
音
、
ウ
音
、
轟
音
の
三
音
を
飛
び
こ
え
て
通
ず
る
と
云
う
事
で
あ
る
。
こ
れ

で
一
相
通
で
あ
る
。

　
以
上
、
こ
の
三
相
通
に
先
の
五
相
通
を
加
え
る
と
八
相
通
に
な
る
の
で
あ

る
。　
こ
う
し
て
み
る
と
、
為
冷
冷
に
対
す
る
流
派
で
は
〃
五
月
雨
”
の
歌
は
、
五

句
の
切
れ
が
、
縁
語
で
続
く
秀
歌
と
し
た
の
に
対
し
、
為
三
流
で
は
、
題
句
の

切
れ
を
縁
語
の
み
な
ら
ず
、
音
の
相
通
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
と
し
た
秀
歌
と
し

て
説
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
詞
と
音
の
二
つ
で
も
っ
て
歌
の
句
の
切
れ

続
き
を
問
題
に
す
る
精
神
こ
そ
、
　
「
竹
園
抄
」
の
親
雪
疎
句
事
の
論
を
支
え
る

基
本
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

　
以
上
に
よ
っ
て
㊧
の
説
も
、
為
顕
流
の
秘
伝
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

⑰
に
つ
い
て

　
十
体
を
説
く
書
と
し
て
「
竹
園
抄
」
を
掲
げ
る
祐
徳
神
社
文
庫
本
、
岩
瀬
文

庫
本
の
記
述
は
正
に
正
し
い
。
　
「
竹
園
抄
」
は
そ
の
第
十
一
風
体
手
事
の
条
で

歌
の
十
の
姿
を
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

　
と
こ
ろ
が
、
尊
敬
閣
文
庫
本
の
記
述
に
な
る
「
八
雲
抄
」
と
い
う
事
に
な
る

と
問
題
が
残
る
。
即
ち
、
　
「
八
雲
抄
」
が
現
存
の
「
八
雲
御
壁
」
を
指
す
と
す

る
と
、
　
「
八
雲
御
首
」
中
に
は
僅
か
に
“
近
比
も
歌
の
十
体
と
て
品
々
を
た
て

た
る
物
あ
り
き
云
々
”
と
の
記
述
が
あ
る
許
り
で
十
体
に
つ
い
て
は
説
い
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
竹
園
抄
」
の
諸
伝
本
中
の
一
系
統
（
伝
為
実
本
、
松
平
文
庫
一

本
等
二
十
本
）
は
、
そ
の
巻
頭
に
“
八
雲
抄
中
よ
り
集
め
た
る
也
”
と
記
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
「
竹
園
抄
」
の
論
は
す
べ
て
「
八
雲
抄
」
に
包
含

さ
れ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
尊
敬
閣
文
庫
本
「
和

歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
記
述
も
正
に
正
し
い
事
に
な
る
。

　
し
か
し
、
右
の
事
を
積
極
的
に
否
定
す
る
資
料
も
、
又
、
肯
定
す
る
資
料
も

今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
問
題
を
猶
、
後
に
残
し
て
お
き
た
い
。

③
に
つ
い
て

　
四
人
の
宗
匠
に
よ
り
此
抄
が
作
ら
れ
た
と
語
ら
れ
て
お
り
、
野
芒
が
権
威
あ

り
由
緒
正
し
い
も
の
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
祐
徳
神
社
文
庫
本
に
よ

れ
ば
、
更
に
、
家
隆
は
定
家
の
弟
子
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
、
見
出
の
最
後
の
歌

は
、
先
の
㊥
の
処
で
述
べ
た
人
丸
秘
寄
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
、
前
稿
で
述
べ
た

「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
の
為
顕
流
の
意
気
高
き
様
相
に
通
ず
る
も
の
が
感
じ

ら
れ
る
。

　
さ
て
以
上
が
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
第
二
類
本
に
お
け
る
内
容
の
検

討
で
あ
る
。

　
そ
の
検
討
の
過
程
で
若
干
の
問
題
は
残
し
た
も
の
の
、
④
か
ら
⑧
ま
で
の
項

四
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家
隆
仮
託
書
の
検
討

目
は
、
正
に
為
顕
流
の
秘
伝
そ
の
も
の
、
又
は
、
為
顕
流
を
強
く
指
向
す
る
内

容
を
も
つ
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
第
一
類
本
は
家
隆
流
の
、
第

二
類
本
は
為
顕
流
の
も
の
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
前
提
に
立
つ
と
、
前
稿
に
お
い
て
考
え
た
両
派
の
影
響
関

係
、
即
ち
為
二
流
の
書
が
家
隆
流
の
手
に
よ
っ
て
作
り
か
え
ら
れ
た
と
い
う
事

と
は
、
齪
恥
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
第
一
類
本
の
内
容
を
為
顕
流
の
諸
書
の
中
で
探
っ
て
み
る
に
、
関
連

あ
り
と
認
定
で
き
る
も
の
は
少
し
も
発
見
さ
れ
な
じ
。

　
つ
ま
り
、
第
一
類
本
に
は
為
皆
野
の
手
が
入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
、

　
こ
の
眼
で
再
び
第
二
類
本
を
眺
め
て
み
る
と
、
そ
の
④
か
ら
②
ま
で
の
項
目

は
、
第
一
類
本
の
各
項
の
最
後
に
単
純
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
㊦

の
言
は
、
そ
れ
ら
が
秘
伝
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き

る
事
に
気
が
つ
く
。

　
つ
ま
り
こ
の
事
は
、
本
来
、
家
隆
流
の
書
で
あ
っ
た
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密

抄
」
に
、
為
正
流
の
秘
伝
が
付
加
さ
㊨
た
も
の
が
第
二
類
本
の
型
で
あ
る
と
い

う
事
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
前
野
に
お
瀞
て
触
れ
た
「
新
選
注
説
集
」
の
奥
書

が
再
び
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

　
そ
て
に
は
、
為
顕
流
の
秘
伝
で
濁
る
仮
名
の
清
濁
・
形
体
の
六
義
・
九
章
の

純
然
．
八
相
通
等
の
中
、
」
形
の
六
義
と
八
相
通
の
二
の
秘
伝
を
家
溢
流
の
懇
望

甚
し
き
が
故
に
伝
授
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
記
事
を
基
に
し
て
考
え
る
と
、
形
の
六
義
と
八
相
通
を
伝
授
さ
れ
た
本

四
二

が
第
二
類
本
で
は
な
い
か
と
推
定
湿
れ
る
。

　
八
相
通
は
先
に
考
え
た
㊥
が
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
形
の
六
義
と

な
る
と
若
干
の
問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
為
顕
流
で
は
「
玉
一
回
知
三
門
頂
」
に

お
い
て
、
　
〃
形
の
六
義
と
は
一
首
の
歌
に
六
義
あ
り
。
四
季
月
一
の
歌
也
”
と

し
て
一
首
の
申
に
四
季
恋
雑
を
詠
み
こ
ん
だ
歌
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る

限
り
、
㊥
の
如
く
風
賦
比
興
雅
頒
を
一
看
に
憎
み
て
ん
で
も
形
の
六
義
と
は
云

か
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
”
「
三
八
集
和
歌
最
頂
」
は
、
是
に
続
い
て

ゆ
如
此
一
首
の
歌
に
六
の
形
あ
る
は
、
形
の
六
義
と
云
也
。
性
の
六
義
、
体
の

六
義
、
六
首
に
名
回
避
。
形
の
六
義
は
』
首
に
在
ψ
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
一
首
の
歌
で
六
義
を
説
明
で
き
れ
ば
よ
い
と
云
う
事
に
な
り
、
四
季

恋
雑
に
限
定
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
風
賦
比
興
雅
頒
を
各
々
一
首

ず
つ
六
首
で
説
明
す
る
と
性
の
六
義
に
な
り
、
風
賦
比
興
雅
頒
が
一
首
の
歌
の

中
κ
あ
れ
ば
、
形
の
六
義
と
称
す
る
が
出
来
る
と
云
う
㊨
で
あ
ろ
う
。
こ
の
諒

解
の
下
に
「
三
三
深
秘
」
の
中
で
六
義
を
一
首
に
詠
み
こ
ん
だ
歌
が
説
か
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

．
こ
の
よ
う
に
右
の
解
釈
が
正
し
け
れ
ば
、
形
の
六
義
は
正
に
㊥
に
該
当
す
る

事
に
な
る
。
さ
て
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
先
の
①
の
記
述
は
一
層
精
彩
を
帯
び

て
く
る
。
即
ち
、
第
二
類
本
に
は
為
通
流
の
重
要
な
秘
伝
が
伝
授
さ
れ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
深
く
秘
す
べ
し
と
説
く
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

又
、
第
一
類
本
の
如
く
家
隆
に
関
す
る
記
述
は
不
適
当
乏
な
る
故
に
削
除
さ

れ
、
⑦
の
如
き
践
文
を
付
し
て
一
般
権
威
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

猶
、
形
の
六
義
や
八
相
通
許
り
で
な
く
、
赤
人
、
人
丸
を
め
ぐ
る
重
要
な
秘
伝

等
を
も
併
せ
伝
授
す
る
事
に
よ
り
、
家
憩
流
は
益
々
強
く
為
顕
流
の
中
に
吸
引



さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
曽
て
定
家
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
雄
、
酒
焼
も
、
そ
の
末
流
に
至
る
と
、
為
顕

流
の
傘
下
で
漸
く
に
、
そ
の
名
を
留
め
得
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
和
歌
知
顕
集
」
　
「
和
歌
口
伝
抄
」
　
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
を
め
ぐ
っ

て
考
察
さ
れ
る
結
論
は
、
右
の
言
の
中
に
尽
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
、
問
題
は
ま
だ
多
々
あ
る
。
本
稿
で
は
特
に
流
派
意
識
、
そ
の
あ
り
方

な
ど
の
点
に
の
み
焦
点
を
あ
て
て
き
た
為
に
、
右
の
口
書
の
具
体
的
な
内
容
、

意
味
に
つ
い
て
の
言
及
が
欠
脱
し
た
（
註
九
）
。
そ
れ
を
更
に
文
芸
精
神
史
と
し

て
描
く
事
が
私
の
念
願
で
あ
る
。
そ
れ
を
他
日
発
表
す
る
事
を
約
束
し
て
と
り

あ
え
ず
本
稿
の
筆
を
お
く
事
に
す
る
。

（
註
）

一、

ｱ
の
事
は
拙
稿
「
鎌
倉
時
代
後
期
成
立
の
古
今
和
歌
集
序
註
に
つ
い
て
（
中
）
」

　
（
「
軽
車
」
第
十
七
・
十
八
合
爵
号
）
に
お
い
て
述
べ
た
。

二
、
註
一
の
論
文
参
照

三
畠
・
こ
の
書
の
大
様
は
阿
蘇
瑞
枝
氏
の
論
文
が
詳
し
い
。

　
「
『
人
丸
秘
密
抄
』
の
背
景
」
（
「
文
学
・
語
学
」
第
四
六
号
）

　
　
但
し
、
そ
の
古
今
伝
授
と
の
関
連
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
は
、
為
門
流
関
係
書
を

　
整
理
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
明
瞭
に
な
り
、
更
に
論
ず
べ
き
こ
と
も
多
い
。
他
日
、

　
稿
を
改
め
て
発
表
し
た
い
。

四
、
各
類
流
の
書
「
玉
壷
深
秘
」
も
同
じ
。
そ
こ
で
は
赤
人
の
〃
和
歌
の
浦
に
〃
の
歌

　
も
六
義
を
こ
め
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　
　
又
、
為
顕
流
に
近
い
か
と
思
わ
れ
る
「
社
頭
風
鈴
集
」
　
（
神
宮
文
庫
本
「
古
今
秘

　
歌
集
阿
古
根
伝
」
中
に
あ
る
も
の
）
で
も
、
　
〃
ほ
の
ぼ
の
と
〃
の
歌
は
六
義
を
備
へ

　
た
も
の
と
説
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
－

五
、
こ
の
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
他
日
論
稿
を
発
表
す
る
が
、
そ
の
内
容
、
諸
伝
本
の

　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

　
様
相
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

　
　
そ
の
内
容
は
、
上
・
中
・
下
の
三
巻
に
別
れ
て
い
る
。
上
巻
は
七
箇
ノ
大
事
、
十

　
箇
ノ
大
事
、
古
今
相
伝
灌
頂
次
第
、
中
巻
は
物
名
三
箇
、
三
鳥
口
伝
、
作
者
三
種
、

　
五
種
の
人
丸
、
業
平
中
将
の
事
、
猿
丸
太
夫
の
事
、
古
今
歌
数
、
口
伝
詩
歌
四
首
、

　
下
巻
は
ほ
の
ぼ
の
と
、
思
ひ
出
る
の
二
首
の
伝
、
伊
勢
物
語
口
伝
次
第
と
し
て
五
箇

　
ノ
秘
伝
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
諸
伝
本
は
未
調
査
の
も
の
が
多
い
が
、
調
査
を
完
了
し
た
も
の
だ
け
で
も
次
の
類

別
が
で
き
る
。

第
一
類
第
一
系

　
書
陵
部
a
本
・
同
b
本
・
祐
徳
神
社
文
庫
本
・
静
三
千
文
庫
本

第
一
類
第
二
系

　
　
京
都
府
立
総
合
資
料
一
本
・
九
大
図
書
館
本

第
一
類
第
三
系

　
　
書
陵
部
。
本
・
東
北
大
図
書
館
本

　
第
二
類

　
　
天
理
図
書
館
本
・
京
大
図
書
館
本
・
上
田
市
立
図
書
館
本

　
右
の
中
、
静
嘉
堂
文
庫
本
が
室
町
中
期
の
写
本
で
最
も
古
い
。
又
、
奥
書
は
、
天
理

　
図
書
館
本
が
、
常
縁
よ
り
の
伝
受
書
で
あ
る
旨
の
文
明
十
八
年
宗
祇
の
言
を
伝
え
る

　
の
が
最
も
古
い
。

六
、
註
一
の
論
文
参
照

七
、
先
に
あ
げ
た
「
古
今
和
歌
灌
頂
口
伝
」
で
は
、
五
人
の
人
丸
を
掲
げ
て
い
る
。

八
、
拙
稿
「
竹
園
抄
の
成
立
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
」
（
「
名
古
屋
大
学
国
語
国
文

　
学
」
第
十
二
号
）

九
、
為
顕
流
の
書
「
和
歌
古
今
灌
頂
巻
」
　
（
神
宮
文
庫
蔵
）
は
「
和
歌
灌
頂
伝
」
や

　
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
書
が
和
歌
を
仏
説
で
教
く
事
顕
著
な
る
事
の
基
に
な

、
つ
た
書
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
事
は
為
相
流
の
灌
頂
伝
授
の
書
「
古
今
和
歌
集

　
灌
頂
巻
」
の
主
要
部
分
は
「
和
歌
古
今
灌
頂
巻
」
の
論
を
適
当
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
に

　
す
ぎ
な
い
と
い
う
事
か
ら
も
云
い
う
る
。

　
　
又
、
　
「
和
歌
古
今
灌
頂
巻
」
は
三
条
西
家
本
系
「
和
歌
知
顕
集
」
の
序
論
の
巻
頭

　
及
び
和
歌
六
体
論
に
、
そ
っ
く
り
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
和
歌
知
顕
集
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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家
隆
仮
託
書
の
検
討

為
顕
流
の
書
で
あ
る
事
の
一
証
左
と
な
る
。

　
以
上
の
事
は
、
他
日
、
稿
を
改
め
た
い
。

翻
　
刻「

和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
　
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）

凡
例
・
解
題

。
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
諸
本
の
第
一
類
本
中
、
奥
書
年
号
が
最
も
古
く
且
つ
善

　
本
と
思
わ
れ
る
静
嘉
堂
文
庫
本
を
、
出
来
る
限
り
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
。

。
文
字
は
印
刷
の
都
合
上
、
す
べ
て
現
行
の
字
体
に
変
え
た
。
又
、
梵
字
は
（
梵
字
）
と

　
表
記
し
た
。

。
丁
替
り
毎
に
L
印
を
付
し
、
そ
の
藷
当
る
部
分
に
は
、
施
の
如
く
記
し
た
。

。
読
解
の
便
宜
を
考
え
、
句
読
点
の
入
る
べ
き
部
分
を
一
字
空
白
と
し
た
。

。
該
本
は
全
葉
墨
付
で
十
七
丁
あ
る
。
縦
二
十
五
・
八
糎
、
横
二
十
・
三
糎
の
大
き
さ
で
、

　
表
紙
は
近
代
の
も
の
で
あ
る
。
　
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
　
「
三
三
三
蔵
」
の
二
の
印
記
が
第
一

　
丁
表
に
あ
る
。
奥
書
に
は
、
延
文
二
年
の
景
阿
の
花
押
が
あ
る
が
、
本
文
の
字
体
は
も

　
う
少
し
新
し
く
感
ぜ
ら
れ
書
写
年
時
は
室
町
末
期
位
に
下
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

　
る
。

和
謁
灌
頂
次
第
秘
密
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
位
家
隆
々
撰

　
そ
れ
和
冨
ハ
あ
ま
つ
神
の
御
代
よ
り
つ
た
ハ
り
て
　
人
の
世
の
も
て
あ
そ
ひ

た
り
と
い
ふ
事
ハ
　
む
か
し
い
さ
な
き
い
さ
な
ミ
ニ
の
み
こ
と
　
天
の
う
き
ハ

し
に
て
夫
と
な
り
女
と
な
り
し
ょ
り
は
し
ま
る
也
　
い
さ
な
き
い
さ
な
ミ
の
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

た
り
の
み
こ
と
　
た
か
ひ
に
嵜
を
よ
ミ
て
か
た
ら
ひ
よ
り
て
　
と
っ
き
を
し
て

は
し
め
て
日
神
を
う
ミ
給
ふ
　
ひ
る
を
て
ら
し
給
ふ
也
　
次
月
神
を
う
ミ
て
よ

る
を
て
ら
し
給
ふ
　
こ
れ
よ
り
よ
る
ひ
る
の
さ
か
い
あ
ら
ハ
れ
ぬ
　
次
ひ
る
こ

を
う
ミ
給
ふ
　
次
素
壽
烏
尊
を
う
ミ
給
ふ
　
日
神
と
申
は
い
ま
の
い
せ
天
照
大

神
に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
也
　
天
照
大
神
日
本
国
の
あ
る
し
に
て
御
代
を
ま
も

り
」
か

た
ま
ふ
　
時
に
四
は
ん
め
の
御
と
》
　
そ
さ
の
を
の
を
の
み
こ
と
　
御
あ
に
の

天
照
大
神
の
御
後
見
に
て
お
ハ
し
ま
し
け
る
か
　
中
を
た
か
ひ
て
出
雲
国
ひ
の

川
か
み
へ
な
か
さ
れ
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
に
　
そ
の
所
に
尾
か
し
ら
八
あ
る
大
蛇

と
し
く
に
人
を
と
り
く
ひ
け
る
に
　
あ
し
な
つ
ち
て
な
つ
ち
と
て
二
人
の
け

す
神
あ
り
　
め
を
と
に
て
い
な
た
ひ
め
と
い
ふ
む
す
め
あ
り
　
こ
の
大
蛇
に
む

す
め
の
い
な
た
ひ
め
く
ハ
る
へ
き
に
て
　
お
や
な
き
か
な
し
ミ
け
る
に
　
そ
さ

の
を
の
尊
あ
は
れ
ミ
て
　
な
ん
ち
ひ
め
を
我
に
え
さ
せ
よ
　
し
か
ら
ハ
大
蛇
を

ほ
ろ
ほ
さ
ん
と
て
　
は
か
り
ご
と
を
も
て
大
蛇
を
う
ち
　
つ
た
く
に
き
り
給

ふ
　
さ
て
か
の
い
な
た
ひ
め
の
い
の
ち
を
た
す
け
て
　
み
こ
と
ひ
め
を
と
り
て

宮
を
つ
く
り
　
ひ
と
つ
所
に
す
ミ
給
ふ
　
時
に
み
こ
と
吾
を
よ
ミ
」

給
ふ
也
　
む
か
し
神
代
の
寄
ハ
も
ん
し
も
さ
た
ま
ら
す
　
句
も
と
》
の
を
ら
す

我
は
し
め
て
も
ん
し
を
さ
た
め
て
よ
ま
ん
と
て
三
十
一
字
に
五
句
を
さ
た
め
て

よ
ミ
給
ふ

　
や
く
も
た
つ
い
つ
も
や
え
か
き
つ
ま
こ
め
に

　
や
え
か
き
つ
く
る
そ
の
や
え
か
き
を

や
く
も
た
つ

　
　
八
色
の
雲
た
っ
と
い
ふ
心
也
　
こ
れ
ハ
大
し
や
の
う
へ
に
た
つ
雲
の
事
な



　
　
り

い
つ
も
や
え
か
き

　
　
こ
れ
ハ
回
し
や
を
う
ち
て
い
つ
ま
て
も
め
て
た
く
あ
る
へ
き
と
い
ふ
心
な

　
　
り

つ
ま
こ
め
に

　
　
こ
れ
ハ
い
な
た
ひ
め
を
こ
の
う
ち
に
こ
め
て
を
く
と
い
ふ
事
な
り

や
え
か
き
つ
く
る

　
　
こ
れ
ハ
ひ
め
を
八
重
か
き
の
う
ち
に
を
き
た
れ
ハ
　
ま
ゑ
ん
の
お
そ
れ
も

　
　
な
し
と
い
ふ
心
な
り

そ
の
や
え
か
き
を

　
　
こ
れ
ハ
や
え
か
き
を
や
ふ
る
も
の
は
あ
る
ま
し
き
と
い
ふ
心
な
り

　
文
字
を
三
十
一
字
に
さ
た
め
給
ふ
事
ハ
　
仏
の
三
十
二
相
に
あ
て
給
ふ
な
り

も
ん
し
ハ
　
三
十
一
字
也
　
三
十
二
相
に
」
紅

一
相
た
ら
ぬ
ハ
三
十
一
字
に
た
う
り
を
あ
ら
ハ
す
心
を
く
は
へ
て
三
十
二
相
に

あ
て
給
ふ
な
り
　
五
七
五
の
は
し
め
の
五
文
字
　
人
の
五
行
な
り
　
五
行
と
ハ

木
火
土
金
水
こ
れ
な
り
　
中
の
七
は
天
神
七
代
に
あ
て
　
を
ハ
り
の
五
ハ
神
代

の
地
神
五
代
に
あ
て
　
七
七
は
七
難
即
滅
七
福
即
生
の
心
な
り
　
そ
の
五
句
と

申
ハ
わ
れ
く
か
五
大
な
り

　
や
く
も
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ネ
シ
。
．
ラ

やついえまっかこもきめや風っ火に水え地
く　 か

る　 き

七五七五
五
行
木
火
土
金
水

天
神
七
代

地
神
五
代

七
難
即
滅

家
隆
仮
託
書
の
検
討

骨
肉

ノ
　
　
　
　
ノ

身
内
血

　
ク
ン
　
キ

身
暖
気

　
イ
キ
身
気

そ
の
や
え
讐
を
七
七
福
即
生
　
身
心

そ
さ
の
を
の
尊
ハ
権
化
の
神
に
て
わ
た
ら
せ
給
ヘ
ハ
　
こ
の
仏
心
」

の
す
か
た
を
も
て
三
十
一
字
五
七
五
七
七
の
五
句
に
さ
た
め
て
よ
ミ
給
ふ
　
三

十
一
字
の
和
寄
の
は
し
め
な
れ
ハ
　
こ
の
寄
を
和
嵜
の
ち
、
と
す
　
さ
れ
ハ
こ

の
心
を
え
て
三
十
一
字
の
五
三
二
よ
ミ
て
た
う
り
を
あ
ら
ハ
す
ハ
　
仏
を
つ
く

る
　
わ
れ
ら
を
つ
く
る
　
せ
か
い
を
つ
く
る
に
お
な
し
き
ゆ
へ
に
　
一
首
の
う

た
ニ
ハ
仏
も
あ
ハ
れ
ミ
を
た
れ
　
神
も
な
う
し
う
あ
る
也

　
人
王
の
代
と
な
り
て
左
大
臣
葛
城
と
申
人
　
ミ
ち
の
く
の
か
ミ
に
な
り
て
奥

州
へ
く
た
ら
れ
け
る
に
　
ミ
ち
の
く
の
あ
さ
か
の
こ
ほ
り
に
て
　
民
と
も
ま
う

け
わ
ろ
く
し
た
り
と
て
　
は
ら
た
、
れ
け
れ
ハ
　
つ
き
ま
い
ら
せ
た
り
け
る
女

房
に
　
あ
ふ
ミ
の
さ
い
に
よ
と
申
け
る
う
ね
へ
　
大
臣
の
心
を
と
ら
ん
と
て
よ

ミ
た
り
」
だ

あ
さ
か
や
ま

　
　
こ
れ
ハ
そ
の
所
の
名
門

か
け
さ
へ
見
ゆ
る

　
　
こ
れ
ハ
や
ま
の
し
け
き
か
け
な
れ
共
　
大
臣
の
心
あ
さ
く
見
ゆ
る
と
な
り

や
ま
の
井
の

　
　
こ
れ
ハ
そ
れ
に
山
の
井
あ
る
に
よ
て
よ
め
る
也

あ
さ
く
は
人
を

　
　
こ
れ
ハ
大
臣
を
お
ろ
そ
か
に
ハ
お
も
ハ
す
と
な
り

お
も
ふ
も
の
か
ハ

　
　
こ
れ
ハ
お
も
ハ
ん
す
る
ハ
い
か
に
と
い
ふ
心
な
り

こ
れ
ハ
大
臣
ほ
と
の
人
の
　
民
に
む
か
い
て
は
ら
た
つ
ハ
　
心
あ
さ
く
こ
そ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
　
　
　
　
　
家
．
隆
仮
託
書
の
検
討

ほ
ゆ
れ
と
い
ふ
心
を
よ
ミ
け
る
也
　
こ
れ
に
よ
て
大
臣
心
と
け
て
は
ら
た
、
す

な
り
け
り

　
や
く
も
の
寄
ハ
神
の
御
嵜
な
れ
ハ
　
三
十
一
字
の
和
寄
の
は
し
め
　
こ
れ
を

謁
の
ち
＼
と
す
．
叶
い
ま
の
あ
さ
か
山
の
七
山
和
歌
の
は
、
と
す
　
さ
れ
ハ
古

今
の
序
に
も
　
や
く
も
あ
さ
か
の
寄
を
ち
＼
は
＼
の
や
う
に
か
、
れ
た
る
也

こ
の
二
首
を
お
」

ほ
え
て
毎
B
あ
さ
こ
と
に
ゑ
い
す
へ
き
也

　
　
　
　
　
　
　

　
　
ロ

　
　
　
　
金
剛
界
大
日
如
来

　　　
　
　
　
　
や
く
も
た
つ
い
つ
も
や
え
か
き
つ
ま
こ
め
に

　
、
両
界
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
、

　
　
　
　
　
や
え
か
き
つ
く
る
そ
の
や
え
か
き
を

・
／
胎
蘇
書
如
来
　
　
－

　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
あ
さ
か
山
か
け
さ
ヘ
ミ
ゆ
る
山
の
井
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
　
　
　
、
あ
さ
く
は
人
を
お
も
ふ
お
も
ふ
も
の
か
ハ
」
畑

　
夫
玉
壷
ハ
胎
金
両
部
天
地
陰
陽
の
二
儀
を
く
そ
く
し
て
世
界
衆
生
仏
心
の
妙

意
を
よ
ミ
あ
ら
ハ
し
て
　
如
来
の
三
十
二
相
を
つ
く
る
ゆ
へ
に
・
く
と
く
と
な

り
て
現
世
も
あ
ん
を
ん
に
後
生
も
う
た
か
い
な
く
わ
う
し
や
う
す
る
ゆ
へ
に
我

朝
の
御
法
威
す
、
さ
れ
ハ
玉
の
す
た
れ
の
う
ち
よ
り
柴
の
あ
、
・
き
と
切
か
た
ハ
ら

ま
て
も
よ
め
と
す
、
む
る
ハ
　
仏
に
な
る
へ
き
な
か
た
ち
た
る
に
よ
て
也
　
こ

れ
ハ
日
本
の
風
躰
也
唐
土
ニ
ハ
詩
を
つ
く
り
て
我
朝
の
寄
に
も
ち
い
る
ゆ

へ
に
　
古
今
ニ
ハ
か
ら
の
寄
か
く
そ
あ
り
け
る
と
い
ふ
　
毛
詩
と
申
詩
の
ζ
と

也
こ
の
詩
に
ハ
六
義
と
て
む
つ
の
き
を
つ
く
り
い
る
、
也
こ
れ
を
仁
王
十

五
代
の
御
門
神
宮
皇
后
の
御
時
　
新
羅
国
よ
り
王
仁
と
即
け
る
臣
下
　
毛
詩
の

四
六

⊥ハ

`
を
つ
た
へ
て
き
て
」

我
朝
の
認
の
六
義
と
す
　
仁
王
十
七
代
の
御
門
、
仁
徳
天
王
と
轟
け
る
時
の
王

い
ま
た
　
難
波
津
宮
と
申
け
る
に
　
位
を
ゆ
つ
り
給
し
に
　
位
を
し
ら
て
っ
か

し
と
の
給
け
る
に
王
仁
申
て
い
は
く
　
王
子
は
や
位
に
つ
か
せ
給
へ
と
い
ふ
事

を
　
な
に
は
つ
の
梅
に
よ
そ
へ
て
よ
ミ
け
る
に
六
義
あ
り
　
嵜
に
い
は
く

　
　
風
　
な
に
ハ
つ
に

　
　
　
　
　
な
に
は
の
宮
ハ
や
位
に
つ
か
せ
給
へ

　
　
賦
　
さ
く
や
こ
の
花

　
　
　
　
　
む
め
ハ
と
く
さ
く
花
な
れ
ハ
　
こ
の
花
の
こ
と
く

　
　
比
　
冬
ご
も
り

　
　
　
　
　
と
し
の
う
ち
よ
り
た
に
も
さ
く
そ
か
し

　
　
興
　
い
ま
は
は
る
へ
と

　
　
　
　
　
ま
し
て
は
る
へ
に
な
り
て
　
さ
か
ぬ
花
や
あ
る
へ
き

　
　
雅
　
さ
く
や
こ
の
は
な

　
　
　
　
　
い
ま
、
ハ
あ
ん
す
へ
き
人
も
な
し
　
は
や
く
ら
い
に
つ
き
給
へ
と
い

　
　
　
　
　
さ
め
申
心
な
り

　
　
　
頒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
伍

此
嵜
は
し
め
て
り
く
き
を
こ
め
て
よ
め
る
也
　
六
義
の
和
歌
の
は
し
め
こ
れ
な

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
風
　
　
南

　
　
賦
　
　
無

　
　
比
　
　
阿

　
　
興
　
　
弥



　
　
雅
　
　
陀

　
　
頒
　
　
仏

こ
の
六
義
を
一
首
に
あ
て
＼
ハ
な
を
こ
、
う
え
か
た
け
れ
ハ
　
六
首
の
寄
に
あ

て
㌧
六
の
す
か
た
に
よ
む
へ
き
や
う

一
二
風

　
　
こ
れ
ハ
そ
へ
嵜
と
い
ふ
也
　
風
と
い
ふ
も
ん
し
を
そ
へ
て
と
よ
む
也
　
本

　
　
嵜
に
い
は
く

　
な
に
は
つ
に
さ
く
や
こ
の
花
冬
こ
も
り
」

　
い
ま
は
は
る
へ
と
さ
く
や
こ
の
は
な

こ
の
寄
を
風
の
寄
と
い
ふ
　
な
に
＼
て
も
す
く
に
い
ふ
へ
き
事
を
も
の
に
た
と

へ
て
よ
む
を
風
の
う
た
と
い
ふ
也
　
こ
れ
ハ
な
に
は
つ
の
宮
は
や
位
に
つ
か
せ

給
へ
と
い
ふ
事
を
　
難
波
津
の
梅
に
よ
そ
へ
て
よ
む
ゆ
へ
に
風
の
寄
と
い
ふ
也

風
ハ
木
草
に
よ
り
て
ふ
く
ハ
し
ら
る
、
ゆ
へ
に
　
す
く
添
い
ふ
へ
き
こ
と
を
梅

の
木
に
よ
そ
へ
て
よ
む
ゆ
へ
に
　
受
寄
と
ハ
い
ふ
也

二
　
賦

　
　
こ
れ
ハ
か
そ
へ
寄
と
い
ふ
な
り
　
本
町
に
い
は
く

　
さ
く
花
に
お
も
ひ
つ
く
ミ
の
あ
ぢ
き
な
く

　
身
に
い
た
つ
き
の
い
る
も
し
ら
す
て

こ
れ
も
風
の
寄
の
や
う
に
　
す
く
に
い
ふ
へ
き
事
を
一
首
の
言
二
」
杁

く
は
り
わ
た
し
て
　
う
へ
を
花
月
に
よ
め
と
も
　
そ
こ
の
心
ハ
御
法
の
ふ
か
き

心
を
よ
む
也
　
さ
く
花
に
お
も
ひ
つ
く
と
い
ふ
は
　
一
た
ん
の
ミ
や
う
り
の
花

に
お
も
ひ
つ
き
て
　
ま
こ
と
の
道
の
し
る
へ
を
わ
す
れ
け
る
と
い
ふ
也
　
身
に

い
た
つ
き
め
い
る
も
し
ら
す
て
と
ハ
　
我
身
の
ほ
ん
な
う
の
く
も
に
お
ほ
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

Σ
も
し
ら
す
と
い
ふ
心
な
り
　
ほ
ん
な
う
と
か
き
て
い
た
つ
き
と
よ
む
な
り

い
た
つ
き
に
あ
ま
た
の
も
ん
し
あ
り
　
く
る
し
き
と
か
き
て
い
た
つ
き
と
よ
む

な
り
　
労
と
か
き
て
も
い
た
つ
き
と
よ
む
な
り
　
こ
れ
に
て
よ
く
く
心
う
へ

し三
　
比

　
　
こ
れ
ハ
な
ら
へ
寄
と
い
ふ
な
り
　
本
寄
に
い
は
く

　
き
ミ
か
け
さ
あ
し
た
の
し
も
の
を
き
て
い
な
ハ
」

　
恋
し
き
こ
と
に
き
え
や
わ
た
ら
ん

こ
れ
ハ
な
に
、
て
も
ふ
せ
い
を
二
た
く
ミ
て
　
こ
れ
ハ
と
、
ま
れ
ハ
あ
れ
ハ
ゆ

く
と
い
ふ
や
う
に
　
ふ
せ
い
を
と
り
な
し
て
よ
む
を
　
な
ら
へ
寄
と
い
ふ
な
り

四
　
興

　
　
こ
れ
ハ
な
そ
ら
へ
寄
と
い
ふ
な
り
　
本
寄
二
い
は
く

　
我
恋
は
よ
む
と
も
つ
き
し
あ
り
そ
う
ミ
の

　
は
ま
の
ま
さ
ご
ハ
よ
ミ
つ
く
す
と
も

こ
れ
ハ
な
ら
へ
碍
の
や
う
に
　
こ
れ
よ
り
も
か
れ
ハ
な
を
大
事
な
る
に
な
と
い

ふ
や
う
に
よ
む
な
り
　
こ
れ
に
て
心
う
へ
し

五
　
雅

　
　
こ
れ
ハ
た
、
こ
と
寄
と
い
ふ
な
り
　
本
寄
二
い
は
く
」
舵

　
い
つ
ハ
り
の
な
き
よ
な
り
せ
ハ
い
か
は
か
り

　
人
の
こ
と
の
は
う
れ
し
か
ら
ま
し

こ
れ
ハ
ふ
せ
い
を
か
さ
ら
す
し
て
　
さ
し
こ
と
に
よ
む
也
　
こ
と
な
る
き
な

し六
　
頒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

　
　
こ
れ
ハ
ゆ
は
ひ
寄
と
い
ふ
な
り
　
本
吾
に
い
は
く

　
こ
の
と
の
ハ
む
へ
も
と
ミ
け
り
さ
き
く
さ
の

　
み
つ
は
よ
つ
は
に
と
の
つ
く
り
せ
り

む
へ
も
と
ミ
け
り
と
ハ
た
う
り
を
し
る
人
の
い
ゑ
ハ
さ
か
ふ
る
と
い
ふ
心
な
り

む
ヘ
ハ
道
理
な
り
　
さ
き
草
と
ハ
さ
い
は
い
く
さ
と
い
ふ
な
り
　
ミ
つ
は
よ
つ

は
と
ハ
三
む
ね
四
む
ね
に
家
を
つ
く
る
と
い
ふ
本
文
の
心
な
り
　
後
漢
書
日
」

楊
二
面
依
立
夏
朝
之
愛
　
楊
国
忠
到
星
林
虚
位
　
家
栄
三
棟
四
棟
な
り
と
い
へ

り六
義
こ
れ
に
て
心
へ
よ
む
へ
き
也

　
次
八
品
と
申
事
あ
り
　
八
の
し
な
也

混
本
匠

　
　
神
代
の
和
寄
　
も
ん
し
さ
た
ま
ら
す

返
寄

　
　
古
今
等
　
和
寄
指
詰

長
嵜
　
　
む
か
し
ハ
三
十
一
字
寄
　
い
ま
ハ
し
か
ら
す

短
寄

　
　
い
ま
の
泣
寄
な
り
　
む
か
し
ハ
短
寄
と
こ
れ
を
云
也

旋
頭
寄

　
　
い
ま
ハ
こ
れ
な
し

俳
譜
嵜

　
　
こ
れ
ハ
た
＼
こ
と
寄

廻
文
寄

四
八

　
　
い
ま
ハ
こ
れ
な
し

猿
尾
寄

　
　
こ
れ
ハ
ニ
十
七
も
ん
し
に
て
よ
ミ
し
な
り
　
こ
れ
も
い
ま
ハ
な
し

俗
本
寄
と
申
ハ
神
代
の
寄
寄
也
　
そ
の
寄
に
い
は
く

　
あ
ま
な
つ
け
い
そ
な
つ
け
し
て
お
ほ
や
そ
し
ま
や
か
い
ま
ミ
そ
め
て
ち
き
り

　
ハ
し
め
き

此
寄
あ
ま
な
つ
け
と
ハ
い
さ
な
き
　
い
そ
な
つ
け
と
ハ
い
さ
な
ミ
の
」
が

御
事
也
　
お
ほ
や
そ
し
ま
や
と
ハ
日
本
の
名
也
　
か
い
ま
ミ
そ
め
て
と
ハ
と
っ

き
を
い
ふ
な
り

　
む
か
し
ょ
り
和
寄
あ
り
て
も
て
あ
そ
ふ
と
い
へ
と
も
　
こ
と
に
ひ
ろ
ま
る
事

ハ
　
持
統
文
武
二
代
の
み
こ
と
よ
り
ひ
ろ
ま
る
也
　
そ
の
ゆ
ヘ
ハ
人
丸
と
申
歌

仙
出
雲
国
よ
り
出
生
し
て
　
こ
の
二
代
の
み
こ
と
の
和
語
の
師
は
ん
に
ま
い
ら

せ
給
ふ
時
文
武
和
寄
の
心
を
え
さ
せ
給
て
　
尊
ハ
吉
野
山
の
さ
く
ら
を
雲
と

御
ら
ん
し
　
人
丸
ハ
立
田
山
の
紅
葉
を
に
し
き
と
な
か
め
給
ひ
し
ょ
り
花
の
雲

紅
葉
の
錦
と
よ
め
る
也
　
又
赤
人
と
い
ふ
人
上
総
国
よ
り
出
生
し
て
人
丸
に
あ

ひ
　
お
な
し
く
ひ
ろ
め
給
ふ
　
こ
の
時
　
文
武
御
子
聖
武
皇
帝
の
御
宇
也
　
聖

武
ハ
な
ら
の
ミ
か
と
」

の
は
し
め
な
り
　
筆
写
時
に
は
し
め
て
万
葉
集
と
申
集
を
あ
つ
め
さ
せ
給
ふ

そ
の
時
の
撰
者

　
橘
諸
兄
左
大
臣
　
　
伴
家
持
大
納
言

こ
の
両
人
う
け
給
て
撰
す
　
三
千
首
そ
れ
を
は
し
め
て
彼
の
帝
平
城
天
皇
ま
て

せ
ん
し
あ
つ
め
さ
せ
給
て
を
か
れ
し
　
い
ま
の
万
葉
集
こ
れ
な
り
　
こ
の
平
城

よ
り
し
て
十
代
あ
り
て
古
今
集
を
せ
ん
し
を
か
せ
給
ひ
し
を
延
喜
帝
と
申
也



其
十
代
と
申
ハ

　
平
城
天
皇

　
淳
和
天
皇

　
文
徳
天
皇

　
陽
成
天
皇

　
宇
多
天
皇

嵯
峨
天
皇

仁
明
天
皇

清
和
天
皇
　
業
平
ハ
文
徳
清
和
二
代
臣
也

光
孝
天
皇
」
軌

醍
醐
天
皇
　
延
喜
御
事
也

こ
の
延
喜
帝
と
申
ハ
神
武
よ
り
こ
の
か
た
第
一
の
女
王
に
て
わ
た
ら
せ
給
け
る

あ
ひ
た
　
民
の
う
れ
へ
も
な
く
か
ま
と
に
き
ハ
ひ
て
　
た
か
き
屋
ま
て
も
た
の

し
ミ
の
け
ふ
り
た
ゆ
る
事
な
か
り
し
ミ
こ
と
に
て
わ
た
ら
せ
食
け
る
あ
ひ
た

よ
の
す
ゑ
も
よ
か
る
へ
き
事
を
ハ
な
を
す
＼
め
　
ゆ
く
す
ゑ
あ
し
か
る
へ
き
事

を
ハ
す
て
さ
せ
給
け
る
中
に
　
和
寄
ま
つ
り
ご
と
の
た
す
け
に
な
る
の
ミ
な
ら

す
ほ
と
け
に
な
る
へ
き
な
か
た
ち
也
君
臣
の
情
も
こ
れ
よ
り
し
や
う
し

国
中
も
や
す
か
る
へ
き
と
お
ぼ
し
め
し
け
る
に
よ
り
て
　
万
葉
に
の
こ
る
む
か

し
の
和
寄
　
我
御
代
の
和
嵜
あ
つ
め
て
　
千
首
二
十
巻
に
さ
た
め
て
古
今
和
認

集
と
す
　
こ
れ
を
天
下
二
お
も
き
た
か
ら
と
」

し
て
も
て
あ
そ
ふ
な
り
　
心
寄
の
祖
師
人
丸
赤
人
の
ミ
也
　
中
に
も
人
丸
の
う

へ
な
き
歌
仙
に
て
　
も
ち
い
る
寄
そ
の
か
す
あ
り
と
い
へ
と
も
　
ほ
の
く
の

寄
人
丸
一
期
の
中
の
正
嵜
　
自
性
法
身
の
妙
意
を
よ
ミ
あ
ら
ハ
し
給
ふ
　
真
俗

二
た
い
を
か
ね
た
る
わ
か
た
る
に
よ
り
て
　
延
喜
も
こ
れ
を
我
集
に
い
れ
さ
せ

給
ふ
　
こ
の
ほ
の
く
の
寄
を
人
丸
よ
ミ
給
ふ
事
ハ
　
主
君
高
市
王
に
を
く
れ

ま
い
ら
せ
去
て
の
ち
　
う
き
世
の
無
常
を
観
し
給
て
　
播
州
あ
か
し
の
浦
に
世

を
の
か
れ
て
　
う
ら
ふ
く
風
に
う
そ
ふ
き
て
　
松
の
嵐
き
し
う
つ
な
ミ
に
心
を

す
ま
し
　
ゑ
し
ま
か
い
そ
の
月
を
と
も
と
し
て
あ
か
し
く
ら
し
給
ふ
時
に
　
高

　
　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

市
の
王
の
わ
か
れ
を
海
路
の
旅
に
よ
そ
へ
て
よ
ミ
給
ふ
　
こ
れ
に
五
義
を
よ
ミ

い
れ
け
る
也
」
什

ほ
の
く
と

　
　
こ
れ
ハ
高
市
の
わ
う
の
い
て
き
給
へ
る
は
し
め
　
・
ほ
の
く
と
あ
さ
日
の

　
　
い
つ
る
こ
と
し
と
い
ふ
心
な
り

あ
か
し
の
浦
の

　
　
こ
れ
ハ
ま
つ
り
ご
と
の
あ
き
ら
か
な
る
事
　
あ
か
し
う
ら
の
月
の
こ
と
し

　
　
と
い
ふ
心
な
り

あ
さ
き
り
に

　
　
こ
れ
ハ
か
や
う
に
め
て
た
き
人
な
れ
と
も
　
む
し
ゃ
う
の
き
り
に
お
か
さ

　
　
れ
て
御
か
く
れ
あ
り
　
く
ら
き
み
ち
に
お
も
む
き
給
ふ
皇
恩

し
ま
が
く
れ
行

　
　
こ
れ
ハ
し
な
せ
給
て
　
し
て
の
山
へ
か
く
れ
ゆ
か
せ
給
ふ
と
い
ふ
心
な
り

船
を
し
そ
お
も
ふ

　
　
き
ミ
ハ
船
臣
ハ
水
な
れ
ハ
　
君
の
船
し
つ
ミ
ゆ
か
せ
給
へ
る
を
臣
の

　
　
水
な
ご
り
お
し
と
お
も
ふ
と
い
ふ
心
な
り

こ
れ
寄
の
お
も
て
ハ
海
路
の
旅
の
て
い
に
　
む
し
ゃ
う
の
あ
り
さ
ま
を
よ
ま
せ

給
ふ
と
見
え
た
り
　
さ
れ
と
も
ふ
か
き
心
あ
る
へ
し

　
　
ほ
の
く
と
　
　
東
　
春
　
阿
仏
　
　
　
　
妙
（
梵
字
）
」

あ
か
し
の
浦
の
　
南

あ
さ
き
り
に
　
　
西

嶋
か
く
れ
行
　
　
母

船
を
し
そ
思
ふ
　
中

々冬秋夏
宝
生
仏

無
量
寿
仏

尺
加
牟
尼
仏

大
日
如
来

経花蓮法
（
梵
字
）

（
梵
字
）

（
梵
字
）

（
梵
字
）

　
四
九



　
　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

こ
れ
に
よ
り
て
和
寄
を
心
に
か
け
ん
人
ハ
　
毎
日
三
反
つ
、
人
丸
の
ほ
の
く

の
嵜
を
ゑ
い
し
て
　
五
方
五
仏
に
廻
向
し
た
て
ま
つ
る
へ
き
な
り
　
現
世
に
和

寄
の
心
を
う
る
の
ミ
な
ら
す
　
仏
果
に
い
た
る
へ
き
事
　
う
た
か
い
を
な
す
へ

か
ら
さ
る
也
　
か
様
に
わ
か
ハ
ほ
と
け
な
れ
と
も
　
む
か
し
ょ
り
古
今
に
い
た

る
ま
て
　
う
た
の
や
ま
ひ
を
さ
ら
す
　
寄
に
や
ま
い
あ
れ
ハ
　
ほ
と
」
勉

け
に
や
ま
ひ
あ
る
に
、
た
り
　
こ
れ
を
尤
さ
る
へ
き
也
　
す
ミ
よ
し
玉
つ
し
ま

こ
の
二
の
神
ハ
神
代
の
和
寄
祖
師
に
て
わ
た
ら
せ
給
へ
る
也
　
本
地
薬
師
如
来

に
て
わ
た
ら
せ
給
ヘ
ハ
　
う
た
を
よ
ま
ハ
や
ま
ひ
を
さ
る
へ
き
也
　
本
せ
い
に

あ
ひ
か
な
ハ
ん
か
た
め
な
り
　
こ
れ
に
よ
り
て
ち
か
こ
ろ
の
宗
匠
よ
り
　
や
ま

ひ
を
さ
る
也

後
白
河
院
御
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
へ

　
　
定
家
　
　
　
　
　
　
定
席

　
　
有
家
　
　
　
　
　
　
雅
経

此
四
人
よ
り
四
病
八
病
を
さ
り
給
ふ
　
十
二
の
病
の
祖
師
」

す
ミ
よ
し
の
明
神
の
御
心
に
か
な
ハ
ん
か
た
め
に
　
さ
る
と
こ
ろ
な
り

一一

岸
樹
病
の
寄

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

し
く
れ
し
て
し
つ
く
も
い
た
く
も
る
山
は

し
た
は
の
こ
ら
す
紅
葉
し
に
け
り

　
こ
れ
ハ
は
し
め
の
五
も
し
の
か
し
ら
と

　
も
ん
し
を
き
ら
ふ
な
り

浪
船
病
の
嵜

　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

わ
か
れ
ぬ
る
人
を
あ
ひ
見
る
う
れ
し
さ
も

せ
ん
か
た
も
な
き
お
も
ひ
な
り
け
り

つ
き
の
七
も
し
の
は
し
め
の

一一一一一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
こ
れ
ハ
は
し
め
の
五
も
し
の
お
ハ
り
の
る
と
　
つ
き
の
七
も
し
の
お
ハ

　
り
の
る
と
お
な
し
　
こ
れ
を
き
ら
ふ
な
り

風
勲
等
の
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

た
の
も
し
き
人
も
な
き
さ
に
袖
ぬ
れ
て

お
つ
る
な
ミ
た
に
道
ま
よ
ふ
な
り

　
こ
れ
ハ
上
の
句
の
中
の
七
も
し
の
お
ハ
り
の
に
と
　
下
の
句
の
」
計
二

　
は
し
め
の
七
も
し
の
お
ハ
り
の
に
と
を
き
ら
ふ
な
り

落
花
病
の
寄

　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
も

ち
り
ぬ
れ
ハ
の
ち
ハ
あ
く
た
と
な
る
花
を

お
も
ひ
し
ら
す
も
ま
と
ふ
て
ふ
か
な

　
こ
れ
ハ
は
し
め
の
五
も
し
の
お
ハ
り
の
ハ
と
　
つ
き
の
七
も
し
の
三
め

　
の
ハ
と
お
な
し
こ
ゑ
を
き
ら
ふ
な
り

胸
尾
病
寄

　
　
　
　
も

さ
く
ら
ち
る
木
の
下
か
せ
ハ
さ
む
か
ら
て

そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
雪
そ
ふ
り
け
る

　
こ
れ
ハ
は
し
め
の
五
も
し
お
ハ
り
の
る
と
．
七
七
の
お
ハ
り
の
る
と

　
お
な
し
　
こ
れ
を
き
ら
ふ
な
り

声
音
病
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

わ
す
れ
つ
＼
し
か
の
ふ
る
道
ま
よ
ひ
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

関
に
こ
よ
ひ
ハ
た
ひ
ね
す
る
そ
て

　
こ
れ
ハ
上
句
の
お
ハ
り
の
て
も
ん
し
と
　
下
の
句
の
お
ハ
り
の
て
も
し

　
を
き
ら
ふ
な
り
」

同
語
病
吾



一一一一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

す
る
か
な
る
た
こ
の
う
ら
な
ミ
た
㌧
ぬ
日
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

あ
れ
と
も
君
を
こ
ひ
ぬ
日
そ
な
き

　
こ
れ
ハ
上
下
に
あ
る
お
な
し
字
を
き
ら
ふ
な
り
　
た
＼
ぬ
日
と
こ
ひ
ぬ

　
日
と
お
な
し
　
こ
れ
を
も
て
心
う
へ
し

同
心
病
嵜

　
　
　
　
　
　
　
も

も
か
り
船
い
ま
そ
な
き
さ
に
よ
す
る
な
る

もみ
き
は
の
た
つ
の
こ
ゑ
さ
ハ
く
な
り

　
こ
れ
ハ
上
句
に
な
き
さ
と
い
ひ
て
　
又
下
の
句
に
ミ
き
は
の
と
い
へ
る

　
を
き
ら
ふ
な
り

清
濁
臨
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
甑

な
と
や
身
の
の
か
れ
る
の
か
れ
ハ
て
、
ま
た

こ
の
秋
も
見
る
ふ
る
さ
と
の
月

　
こ
れ
ハ
す
ミ
に
こ
り
に
よ
て
　
た
う
り
二
か
た
へ
ゆ
く
　
こ
れ
を
き
ら

　
ふ
な
り
」
赴
三

声
聞
病
寄

もミ
や
ま
に
は
松
の
雪
た
に
き
え
な
く
に

ミ
や
こ
は
の
へ
の
わ
か
な
つ
む
な
り

　
こ
れ
ハ
上
句
の
は
し
め
の
ミ
と
　
下
句
の
は
し
め
の
ミ
と
お
な
し
　
こ

　
れ
を
き
ら
ふ
な
り

主
計
乱
春
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

あ
ふ
ま
て
と
せ
め
て
い
の
ち
の
お
し
け
れ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

恋
こ
そ
人
の
い
の
ち
な
り
け
れ

　
　
　
　
　
家
隆
仮
託
書
の
検
討

　
　
　
こ
れ
ハ
上
下
に
け
れ
と
二
あ
る
を
き
ら
ふ
な
り
　
け
れ
く
と
も
あ
ら

　
　
　
ハ
こ
れ
に
お
な
し
く
き
ら
ふ
三

一
　
後
悔
病

　
　
　
こ
れ
ハ
寄
を
よ
ミ
て
の
ち
に
あ
そ
こ
か
わ
う
き
こ
＼
か
わ
う
き
と
お
も

　
　
　
ひ
て
　
よ
ミ
な
を
さ
ハ
や
と
お
も
ふ
心
の
あ
く
る
を
き
ら
ふ
也
」

　
は
し
め
の
和
寄
の
父
母
の
こ
と
は
り
　
六
義
八
品
四
八
十
二
の
病
を
さ
る
ま

て
し
た
い
た
か
ハ
す
　
こ
れ
を
心
え
ぬ
れ
ハ
人
に
お
し
へ
て
す
な
を
に
寄
を
よ

ま
す
る
な
り
　
こ
れ
人
の
た
め
な
り
　
寄
を
よ
む
事
よ
く
く
心
を
し
つ
め
て

あ
ん
す
へ
き
也
　
愛
五
義
三
躰
と
い
ふ
和
寄
の
秘
密
あ
り
　
む
か
し
ょ
り
一
人

に
つ
た
へ
も
て
き
て
二
人
し
る
人
な
し
　
さ
れ
と
も
心
さ
し
ふ
か
》
ら
ん
人
に

ハ
　
き
し
ゃ
う
七
ま
い
を
か
＼
せ
て
飲
食
衣
服
井
金
銀
瑠
璃
等
の
六
種
の
珍
宝

を
　
す
ミ
よ
し
玉
津
嶋
に
た
て
ま
つ
り
て
っ
た
ふ
へ
き
也
　
お
ろ
か
に
し
て
こ

れ
を
つ
た
ふ
る
事
な
か
れ
　
但
き
り
や
う
た
り
と
い
ふ
と
も
　
こ
の
五
義
に
お

き
て
ハ
凡
下
二
ゆ
め
く
さ
つ
く
へ
か
ら
す
　
よ
く
く
師
を
き
、
」
噛

や
う
し
て
う
く
へ
き
也
　
其
五
義
と
申
ハ
・
た
と
ヘ
ハ
郭
公
と
云
題
に
て

　
　
　
　
　
さ
っ
き
や
ミ

流曲題序辺

こ
れ
に
て
心
う
へ
き
也

を
あ
ら
ハ
す
事
あ
る
へ
か
ら
す

と
き
こ
え
て

く
ら
は
し
山
の

ほ
と
、
き
す

お
ぼ
つ
か
な
く
も

な
き
わ
た
る
か
な

　
　
　
　
　
な
に
》
て
も
題
を
え
て
ハ
は
し
め
の
五
も
ん
し
に
題

　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
め
の
五
も
し
に
ハ
な
に
を
い
ふ
や
ら
ん

　
五
七
の
所
に
て
題
を
あ
ら
ハ
れ
ね
と
も
　
あ
ハ
れ
こ
れ
を
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
　
　
　
家
隆
仮
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検
討

ん
す
る
よ
と
お
ほ
え
て
　
五
七
五
に
て
題
を
あ
ら
ハ
し
て
　
お
く
の
七
へ
く
と

か
せ
て
」

お
ハ
り
の
七
を
い
ひ
な
か
す
な
り
　
た
と
ヘ
ハ
五
月
や
ミ
と
い
ふ
時
に
　
五
月

や
ミ
に
ハ
な
に
を
か
い
は
ん
す
る
や
ら
ん
と
お
ほ
え
て
あ
る
時
二
　
く
ら
ハ
し

山
と
い
ふ
時
二
く
ら
ハ
し
山
ハ
ほ
と
＼
き
す
の
す
む
山
な
れ
ハ
　
ほ
と
＼
き
す

を
い
は
ん
す
る
よ
と
お
ほ
え
て
　
ほ
と
＼
き
す
と
あ
ら
ハ
し
て
お
ぼ
つ
か
な
く

も
と
く
と
き
て
　
な
き
わ
た
る
か
な
と
い
ひ
な
か
す
な
り
　
な
に
、
て
も
こ
の

ほ
と
》
き
す
の
寄
の
や
う
に
た
く
ミ
て
　
題
を
五
七
五
の
所
に
て
あ
ら
ハ
し
て

よ
め
ハ
　
四
八
十
二
六
義
の
こ
と
ハ
り
こ
し
お
れ
も
よ
り
つ
か
す
よ
ま
る
＼

ゆ
へ
に
　
さ
う
な
く
人
に
お
し
へ
す
　
こ
れ
を
た
や
す
く
お
し
う
れ
一
道
か
ろ

く
な
る
ゆ
へ
に
　
す
ミ
よ
し
玉
津
嶋
ひ
し
給
ふ
と
こ
ろ
な
り
　
子
に
て
も
弟
子

に
て
も
一
人
よ
り
ほ
か
ハ
つ
た
ふ
へ
か
ら
す
　
こ
の
む
ね
を
」
繧

そ
む
か
ハ
住
吉
玉
津
嶋
の
神
意
に
た
ち
ま
ち
そ
む
く
へ
し
　
深
か
中
の
深
秘
か

中
の
極
秘
な
り
　
穴
賢

　
次
三
躰
と
申
ハ
秘
寄
一
首
に
三
の
す
か
た
あ
る
也
　
三
の
す
か
た
と
申
ハ

ー
ニ
ハ
け
た
か
く
　
ニ
ニ
ハ
や
さ
し
く
　
三
二
二
心
を
ふ
か
く
よ
む
な
り
　
そ

の
本
吾
に
い
は
く

　
　
よ
そ
に
の
ミ
見
て
や
や
ミ
な
ん
か
つ
ら
き
の

　
　
た
か
ま
の
山
の
ミ
ね
の
し
ら
雲

こ
れ
に
て
心
う
へ
し

　
和
嵜
と
連
歌
と
の
か
ハ
り
め
は
　
二
藍
ハ
上
下
両
句
を
い
ひ
つ
＼
け
て
た
う

り
を
あ
ら
ハ
す
　
連
歌
ハ
上
下
両
句
に
道
理
二
あ
る
な
り
　
こ
れ
に
よ
り
て
連

歌
と
寄
と
ハ
か
ハ
る
也
　
連
歌
う
た
と
い
ひ
て
こ
し
お
れ
な
り
　
和
吾
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

こ
し
お
れ
と
申
ハ
上
下
に
道
理
二
あ
る
を
い
ふ
也
　
そ
の
本
寄
に
い
は
く

　
　
わ
か
恋
は
松
を
し
く
れ
の
そ
め
か
ね
て

　
　
ま
く
す
か
ハ
ら
に
風
さ
ハ
く
な
り

こ
の
う
た
我
恋
は
松
を
し
く
れ
の
そ
め
か
ね
て
と
は
か
り
に
て
も
　
た
う
り
し

こ
く
き
こ
ゆ
　
又
ま
く
す
か
は
ら
に
風
さ
は
く
な
り
と
い
ふ
は
か
り
に
て
も

た
う
り
き
こ
え
た
り
　
こ
れ
ハ
慈
鎮
の
名
吾
な
れ
と
も
　
こ
し
お
れ
の
本
寄
な

り
　
所
詮
当
世
の
和
寄
の
風
躰
五
七
五
の
所
に
て
題
を
あ
ら
ハ
し
て
七
々
に
て

道
理
を
き
こ
え
さ
す
る
を
　
上
下
に
ひ
き
わ
け
て
よ
ミ
て
見
れ
ハ
　
い
つ
れ
も

た
う
り
き
こ
え
す
し
て
　
あ
ハ
せ
て
よ
ミ
つ
＼
く
れ
ハ
た
う
り
の
さ
ハ
」
滑
六

さ
ハ
と
き
こ
ゆ
る
や
う
に
よ
む
　
こ
れ
を
当
世
の
風
躰
と
す
る
也

一
　
当
世
の
躰
　
其
本
寄
に
い
は
く

　
　
　
　
山
路
雪
と
い
ふ
題
に
て

　
　
こ
れ
ま
て
は
ふ
ら
さ
り
け
り
と
た
ひ
人
の

　
　
い
ふ
に
山
路
の
雪
そ
し
く
る
、

　
　
　
　
秋
風
と
い
ふ
題
に
て

　
　
ふ
る
寺
の
庭
の
は
せ
う
の
ひ
と
つ
は
を

　
　
あ
ま
た
に
な
れ
と
秋
か
せ
そ
ふ
く

　
　
　
　
秋
感
涙

　
　
露
を
こ
そ
い
か
に
も
ふ
か
め
お
き
の
は
に

　
　
を
か
ぬ
な
ミ
た
を
さ
そ
ふ
あ
き
か
せ
」

こ
れ
を
当
世
の
風
躰
と
し
て
よ
む
へ
き
摂

家
里
方
一
流
相
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